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こちら町長室×教育改革

ＩＣＴ教育のさらなる推進に向けて

本
町では、ハード面、ソフト面におきまして、

教育環境の充実強化に努め、ＩＣＴ教育

の分野におきましても、先駆的にＩＣＴ教

育機器を取り入れながら、子どもたちの学力向上を目

指して取り組みを行ってきました。

　教育改革の柱の一つでもある教育の情報化のより

効果的な推進を、具現化していく一環といたしまして、

10月25日に熊本県阿蘇郡高森町立小中学校の合同

研究発表会に小中学校の教職員全員で参加し、高森

町の先駆的な取り組みについて、研修を行いました。

　現在、高森町の小中学校は、国内有数のICT教育

先進校であり、学力も*全国平均値を大きく上回って
います。そうした中で先生方には、合同研究発表会

を通して、高森町の小中学校の授業の進め方やノウ

ハウについて学んだことを、今後の学校現場に取り

入れていただき、子どもたちの学力向上につなげてほ

しいと思います。

　本町は、これからの教育改革を通して、子どもたち

の学力の底上げを図るという強い意志のもと、学校、

保護者、地域や行政が一体となって、子どもたちをしっ

かりと育てていきます。

*平成30年度全国学力学習状況調査結果

教育改革とは

大任町長
永原 譲二

　

今
年
10
月
１
日
、
大
任
町
教
育
改

革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
ま

し
た
。
こ
の
チ
ー
ム
は
、
教
育
長
を
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
と
し
、
そ
の
ほ

か
教
職
員
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
区
長
会

会
長
な
ど
、
学
校
・
保
護
者
・
地
域
・

行
政
の
４
つ
の
枠
で
構
成
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
今
回
の
初
会
合
で
は
、
改
革
の

趣
旨
や
今
後
、
検
討
協
議
す
る
内
容

に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
機
器
の
早

期
整
備
や
、
公
的
塾
の
お
お
と
う
未

来
塾
で
の
学
習
な
ど
、
行
政
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
し
っ
か
り
と
公
的
資
金
を
投

入
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
学
校
の
先

生
方
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
機
器
を
活
用

し
授
業
を
工
夫
す
る
な
ど
、
一
生
懸
命

頑
張
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
学

力
の
向
上
に
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状

で
す
。

　

そ
こ
で
、
鹿
児
島
大
学
の
山
本
朋

弘
准
教
授
お
よ
び
筑
豊
教
育
事
務
所

芳
野
浩
司
主
幹
指
導
主
事
を
、
学
校

教
育
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
お

迎
え
し
た
う
え
で
、
今
後
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
に
お
き
ま
し
て
、
本
町
の
教

育
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
た
め
の
改

革
の
具
体
的
な
中
身
づ
く
り
を
行
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
改
革

の
内
容
が
ま
と
ま
り
次
第
、
こ
の
紙
面

で
町
民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

　子どもたちの「これからの社会を生きる力」を、学校・家庭・地域・
行政がそれぞれ連携を図りながら、バランスよく育んでいくこと
ができるよう、仕組みづくりや、環境づくりを行うことです。
　　（教育改革の柱）
　・子どもたちの学力向上に向けた取り組み
　・国際化に対応する取り組み
　・教育の情報化に対応する取り組み
　・おおとう未来塾に関する取り組み

　（教育改革にむけての主な施策）
　・教育改革プロジェクトチーム設置
　・学校教育推進アドバイザーの就任

教
育改
革

未
来
社
会
を
見
据
え
た

学
校
が
抱
え
る
学
力
低
下
と
い
う
深
刻
な
問
題
。
こ
れ
を

克
服
す
る
た
め
、10
月
９
日
、大
任
町
教
育
改
革
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
の
初
会
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
教
育
改
革
に

対
す
る
決
意
と
新
た
な
挑
戦
を
掲
げ
た
指
針
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

学
力
低
下
の
現
状
を

そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、

教
育
改
革
で
向
上
さ
せ
る
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平成 30 年度大任町
決算を報告します

平成30年度決算が議会で認定されました。一般会計の歳出決算額は約52億円で、歳
入額に対し約４億６千万円の黒字となりました。　      

◉基金
～ 町の貯金は約 33 億円 ～

　法律や条例に基づいて設置される基金は、特定の目的のため
に活用する町の貯金で、大任町には８つの基金があります。平成
30 年度末、基金の合計は 33 億 575 万円になりました。

財政調整基金…………………‥…………………12 億 7,116 万円
特定農業施設管理基金… … … … … … … … … …6 億 1,049 万円
地域振興基金（道の駅からの寄附金など）… … …8 億 7,851 万円
その他基金……………………………………………5 億 4,559 万円

◉地方債
～ 町の借金残高のうち実質負担分は約４割 ～

　年度を越えて元利を償還する借入金を地方債といいます。平成
30 年度末の地方債残高は、約 137 億円となりました。大任町の場
合、償還額の一定割合が地方交付税として交付されるものが多く、
試算ではこの残高のうち約80億円の交付が見込まれています。

過疎対策事業債残高（交付税措置 70％）………97 億 5,701 万円
公営住宅建設事業債残高（交付税措置なし）……26 億 6,206 万円
臨時財政対策債残高（交付税措置 100％）………6 億   772 万円
その他起債………………………………………　  6 億 7,321 万円

◉健全化判断比率と資金不足比率
～ 大任町の財政は平成 30 年度も健全な状態 ～

　「健全化判断比率」とは、４つの指標（実質赤字比率・連結実質
赤字比率・実質公債費比率・将来負担比率）を言い「資金不足比
率」と同時に公表します。
　この指標は、町の財政状況が判断でき、財政破たんを未然に防
止し、早期に健全化に向けた財政対策を講じることが可能になり
ます。算定比率が「早期健全化基準」を超えると財政健全化計画
の策定を行い、自主的な改善努力をしなければなりません。
　平成 30 年度の決算から比率を算定し「早期健全化基準」と比
較すると、「早期健全化基準」を下回っているため、大任町の財政
は健全な状態ということがわかります。

◉特別会計

　特定の事業を行うために一般会計と区分して設置されている特
別会計（水道事業会計のみ公営企業会計）では、いずれも赤字は
ありませんでした。

特別会計 歳入 歳出 差引

国民健康保険事業特別会計 6 億 70 万円 5 億 9,394 万円 676 万円

後期高齢者医療特別会計 6,498 万円 6,447 万円 51万円

し尿処理・じん芥処理・
埋立処分施設建設事業
特別会計

34 億144 万円 33 億 3,748 万円 6,396 万円

合計 40 億 6,712 万円 39 億9,589万円 7,123 万円

水道事業会計 １億 5,907 万円 １億4,224万円 1,683 万円

一般会計歳出　51 億 8,376 万円

町税…町民税・固定資産税など
繰入金…一般会計、特別会計および基金
の間で、相互に資金運用するもの
繰越金…前年度の決算上で持ち越した金額
使用料及び手数料…町の施設利用や特定の
事務により利益を受けるものから、その受益に
対する実費負担的なものとして徴収するもの
諸収入…他の収入科目に含まれない収入を
まとめたもの
寄附金…民法上の贈与で、金銭に限られるもの
分担金及び負担金…町の行う事業により利益を受
けるものから、その受益を限度として徴収するもの
財産収入…町が有する財産の貸付け、売
払いなどによって生じる現金収入
地方交付税…一定のサービスを確保するた
め、人口や税収に応じ国から交付されるもの
国庫支出金・県支出金…町が行う事業に対
する国や県からの補助金など
地方債…地方公共団体が資金調達のため
に負担する債務
地方消費税交付金等…地方消費税の一部
を財源として、県が人口と従業者数で按分
し、町に対して交付するもの

公債費…町債の元金や利子を支払うため
の経費
民生費…住民一人ひとりの一定水準の安
定した生活を保障するための経費
土木費… 道路や住宅などの社会整備の
経費
総務費…町の全般的な管理等にかかる事
務経費など
教育費…学校教育などにかかる経費
農林水産費…農林水産業の振興などの経費
衛生費…住民の一人ひとりが健康で衛生
的な生活環境を保持するための経費
消防費…消防活動などにかかる経費
諸支出金…他の支出科目に含まれない経費
をまとめたもの
議会費…議会の運営等に必要な経費
商工費…商工業の発展や観光事業のため
の経費
労働費…失業対策など就業に関する経費
災害復旧費…大雨、地震などの災害により、
被災した施設を復旧するための経費

一般会計歳入　56 億 4,980 万円

自主財源（23.8％）

依存財源（76.2％）

（  ）内は構成比

4 億 3,397 万円
町税

健全化判断比率 大任町 早期健全化基準

実質赤字比率
一般会計の赤字から財政運営
の深刻度をみる比率

― 15.00％

連結実質赤字比率
すべての会計の赤字から財政
運営の深刻度を見る比率

― 20.00％

実質公債費比率
借金の返済額などの大きさから
資金繰りの危険度を見る比率

17.4％ 25.0％ 

将来負担比率
町が抱える負債の残額から将
来財政への圧迫度をみる比率

2.6% 350.0％

資金不足比率 大任町 経営健全化基準

資金不足比率
公営企業会計の資金不足割合か
ら経営状況の深刻度をみる比率

― ―

健全化判断比率の状況

※赤字が生じない場合は「－」（該当なし）で表示

　平成 30 年度の決算についてお話ししたいと思います。
◉歳入歳出の概要
　ご覧のとおり歳出については義務的経費（支出の抑制を行い
づらい経費）の比率が高く、歳入については町税をはじめとす
る自主財源が少なく、地方交付税や地方債などの依存財源に
頼らざるを得ないのが現状となっています。
　今後も、さらなる自主財源の確保や経費の節減、効率的な
予算執行に力を注ぎ、職員ともども積極的に行財政改革を行っ
ていく必要があります。
◉町の財政は赤字も資金不足もなく健全な状態
　平成 30 年度、町では小中学校の LAN 整備、さらには去
年から引き続き各町道の整備および老朽化した町営住宅の建
て替え、し尿処理・じん芥処理・埋立処分施設建設事業を行っ
ています。このように多くの事業を行っておりますが、大任町
の一般会計では、約４億６,518 万円の黒字、特別会計では約
8,787 万円の黒字となり、全体では約 5 億 5,305 万円の黒字
決算となりました。
　また「健全化判断比率の状況」のとおり、早期健全化基準と
町の数字を比較しても基準を下回っており、財政が健全な状
態ということがご理解いただけると思います。

永原譲二 町長

10 億 1,551 万円
国庫支出金

8 億 8,533 万円
地方債

歳入
56 億 4,980 万円

20 億 865 万円
地方交付税

２億 4,487 万円
県支出金

１億 4,847 万円
地方消費税交付金等

4 億 2,232 万円
繰入金

１億 6,369 万円
繰越金

１億 2,397 万円
使用料及び手数料

9,244 万円
諸収入

5,330 万円
寄附金

4,338 万円
分担金及び負担金

1,390 万円
財産収入

14 億 6,359 万円
公債費

11 億 599 万円
民生費

10 億 7,237 万円
土木費

7 億 3,419 万円
総務費

2 億 4,247 万円
教育費

6,573 万円
議会費 512 万円

商工費

1,802 万円
労働費・災害復旧費諸支出金

8,830 万円

１億 2,696 万円
農林水産費

１億 5,655 万円
衛生費

1 億 447 万円
消防費

歳出
51億 8,376 万円

問総務企画財政課 財政係　☎63・3000
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全
力
で
頑
張
る
姿
は
輝
い
て
い
た
。

大
任
小
学
校
・
今
任
小
学
校
体
育
会

　９月29日と10月６日の両日、大任小学校および
今任小学校の体育会が開催されました。児童たちは、
積み重ねてきた練習の成果を思う存分に発揮。全
学年選抜のリレーや全校児童によるボール運びなど
では、児童が一体となって力を合わせる姿はキラキ
ラと輝いていました。児童の成長した姿を見た保護
者や来場者からは大きな声援が送られていました。

▼最後まで全力を尽くした児童たち

まちの話題問 総務企画財政課 広報係　☎ 63・3000

戦
没
者
を
追
悼
し
、
恒
久
の
平
和
を
祈
念

大
任
町
戦
没
者
慰
霊
祭
を
挙
行

　９月28日、大任町公民館で大任町戦没者慰霊祭
が挙行され、遺族や来賓など約44人が参列し、平
和への思いを再確認しました。式典前には参列者全
員で黙とうをささげ、鈴木顕範遺族会会長が「戦争
の惨

さん
禍
か
が繰り返されない、平和な日々を願っていま

す」とあいさつ。式典の最後には、参列者が菊の花
を献花し、戦没者たちの安らかな冥福を祈りました。

▼終戦から73年、大任町戦没者277人の冥福を祈りました

名
勝
負
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
盤
上
の
戦
い

仲
秋
囲
碁
大
会

　９月21日、大任町公民館で、２年ぶりに仲秋
囲碁大会が行われました。この大会には、町内の
囲碁愛好家６人が参加。総当たり戦を行い、初秋
の一日を囲碁で楽しみました。結果は、山下徹さ
んが見事優勝を果たしました。山下さんは「優勝
できて大変うれしく思います。また機会があれば
ぜひ参加したいです」と話していました。

▼さまざまな戦術を使い、囲碁を楽しんでいました

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
を
テ
ー
マ
に

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
を
実
施

　９月20日から29日までの10日間、県内で秋の
交通安全県民運動が一斉に実施されました。
　町では20日、交通安全協会や田川警察署などと
ともに交通安全啓発パレードを実施し、町内全体に
交通安全を呼びかけました。パレード終了後には、
道の駅で交通安全啓発用チラシを配布するなど、
交通安全をよびかける取り組みを実施しました。

▼田川政策研究会などが小中学生の登校を見守りました

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
世
代
間
の
交
流
を
深
め
る

ア
ビ
ス
パ
福
岡
が
協
力
！ 

健
康
づ
く
り
地
域
交
流
フ
ェ
ス
タ

　10月12日、B＆G体育館でアビスパ福岡のコー
チを迎え、健康づくり地域交流フェスタが開催さ
れました。参加者は高齢者や小学生、保護者な
ど計70人。子どもから大人までが楽しめるキッ
クボーリングやわくわくボール回しなど、10種類
のミニゲームを通じていい汗を流すとともに、地
域間や世代間の交流を深めました。

▼町の介護予防事業にもアビスパ福岡の協力を得ています

筑
豊
の
魅
力
が
集
う
祭
典
で
大
任
を
Ｐ
Ｒ

令
和
元
年
筑
豊
フ
ェ
ア

　９月28日、福岡市の天神中央公園で福岡県と
筑豊地区の自治体による筑豊フェアが開催されま
した。「おどりと食の祭典」をテーマに、筑豊な
らではの演目やグルメが集結。大任町からは特産
品である黒にんにくを使ったカレーやＣＤ「おお
とう桜街道」、マスコット「大ちゃん・花ちゃん」も
ステージに登場し、町の魅力をPRしました。

▼ご当地グルメや特産品が並ぶ中で「黒ニンニク」が大人気

職員人事異動

異
動
・
昇
格
・
再
任
用
【
10
月
１
日
付
】
※
敬
称
略

■
課
長

▼
統
括
総
務
企
画
財
政
課
長 

兼 

会
計
管
理
者 

兼 

し
尿
・
じ
ん
芥

　
等
建
設
室
長
　
鈴
木 

学
（
統
括
総
務
企
画
財
政
課
長
）

▼
総
務
企
画
財
政
課
長 

兼 

税
務
課
長 

兼 

教
育
課
長
　
綿
施 

茂
樹 

　

(
総
務
企
画
財
政
課
長 

兼 

税
務
課
長
）

▼�

議
会
事
務
局
長
　
内
村 

幸
男
（
教
育
課
長
）

▼�

事
業
課
長 

兼 
水
道
課
長
　
松
本 

英
明
（
事
業
課
長 

兼 

産
業
経

済
課
長 

兼 

水
道
課
長
）

▼�

産
業
経
済
課
長
　
楠
木 

英
二（
議
会
事
務
局
長
）

■
課
長
補
佐
・
係
長

▼
教
育
課
社
会
教
育
課
長
補
佐 

兼 

係
長
　
浦
野 
義
信
（
教
育
課

　
課
長
補
佐
）

▼
総
務
企
画
財
政
課
課
長
補
佐 

兼 

総
務
係
長
　
米
丸 

洋
和
（
税

　
務
課
係
長
）

▼
教
育
課
学
校
教
育
課
長
補
佐 

兼 

係
長 

兼 

給
食
セ
ン
タ
ー
長
　

　
山
﨑 

輝
開
（
総
務
企
画
財
政
課
課
長
補
佐 

兼 

総
務
係
長
）

▼
事
業
課
住
宅
係
長 

兼 

花
の
ま
ち
推
進
室
長
　
﨑
野 

ゆ
か
り
（
事

　
業
課
住
宅
係
長
）

▼
税
務
課
係
長
　
田
河 

伸
幸
（
教
育
課
係
長 

兼 

給
食
セ
ン
タ
ー
長
）

▼
事
業
課
土
木
係
長 

兼 

花
の
ま
ち
推
進
室
　
佐
々
木 

雅
俊
（
事

　
業
課
土
木
係
長
）

■
主
事

▼
教
育
課
学
校
教
育
係
　
山
本 

麻
美
（
教
育
課
社
会
教
育
係
）

▼
総
務
企
画
財
政
課
付
　
宮
本 

知
有
（
福
祉
課
国
保
・
年
金
係
）

▼
税
務
課
　
植
田 

由
香
（
教
育
課
学
校
教
育
係
）

▼
福
祉
課
福
祉
係
　
仲
摩 

佳
那
（
税
務
課
）

▼
教
育
課
学
校
教
育
係
　
荒
木 

直
也
（
総
務
企
画
財
政
課
企
画
係
）

▼
教
育
課
学
校
教
育
係
　
山
下 

広
太
郎
（
税
務
課
）

▼
総
務
企
画
財
政
課
総
務
係
　
坂
東 

夢
美
（
福
祉
課
福
祉
係
）

▼
総
務
企
画
財
政
課
広
報
係
　
渡
邉 

研
策
（
事
業
課
土
木
係
）

▼
事
業
課
土
木
係 

兼 

花
の
ま
ち
推
進
室
　
永
原 

太
心
（
事
業
課

　
土
木
係
）

▼
事
業
課
土
木
係 

兼 

花
の
ま
ち
推
進
室
　
池
本 

大
昭
（
教
育
課

　
学
校
教
育
係
）

▼
総
務
企
画
財
政
課
企
画
係 

兼 

株
式
会
社
お
お
と
う
ニ
ン
ニ
ク
食
品

　
後
藤 

勇
輝
（
総
務
企
画
財
政
課
広
報
係
）

▼
し
尿
・
じ
ん
芥
等
建
設
室 

兼 

教
育
課
社
会
教
育
係
　
金
子 

純
子

　
（
総
務
企
画
財
政
課
秘
書
係
）

■
再
雇
用

▼
教
育
課
社
会
教
育
係
　
矢
吹 

伸
二
（
し
尿
・
じ
ん
芥
等
建
設
室
）

　花いっぱいの町という大任町のイメージをさらに広めるため設
立しました。花公園や大任中央線の花の植栽および管理を行い
ます。

事業課　花のまち推進室

効率的な事務事業の執行を図るため、町職員の異動を行いました。異動者は次のとおりです。（　）内は前職
問総務企画財政課 人事係　☎63・3000

令和元年 10 月１日より事業課に以下の機構が加わりました。
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問い
合わせ

国
民
年
金
だ
よ
り

◉
住
民
課 

年
金
係　

☎
63
・
３
０
０
４

◉
直
方
年
金
事
務
所

☎
０
９
４
９
・
22
・
０
８
９
１

令和元年度 出張年金相談日一覧
相談時間 10時～ 12時・13時～ 16時

開設場所 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

嘉麻市稲築住民センター 14 日 12 日 9 日 13 日 12 日

田川青少年文化ホール
☎ 0947・44・6470 7 日 5 日 16 日 6 日 5 日

川崎町総合福祉センター
☎ 0947・72・5244 28 日 26 日 23 日 27 日 26 日

飯塚市立岩交流センター
☎ 0948・23・6000

5 日
12 日
26 日

3 日
10 日
24 日

7 日
14 日
28 日

4 日
25 日

3 日
10 日
24 日

※年金相談は予約制となっていて、予約の際は基礎年金番号をお知らせください
※出張年金相談所では、障害年金と脱退手当金の相談については対応できません
※電話をすると音声案内が流れます。最初に「１」を押し、続けて「２」を押してください

問日本年金機構 直方年金事務所　☎0949・22・0891（お客様相談室）

大任町公民館　　　☎63・2242

レインボーホール・レインボー図書室・
B&G海洋センター・サボテンハウス

☎63・4832

し尿・じん芥処理施設建設室　☎63・2254

今任町民会館 ☎63・2506

島台隣保館 ☎63・2243

大任町社会福祉協議会 ☎63・4828

税務課 ☎63・3002

福祉課（福祉全般・後期高齢
者保険・国民健康保険・国民
年金・同対係） ☎63・3004

水道課 ☎63・3293

ホームページ
http://www.town.oto.fukuoka.jp/

大任町役場
☎63・3000

お し ら せ
広 場
くらしに役立つ
情報をお届けします

住民課（戸籍・衛生）☎63・3003

総務企画財政課 ☎63・3000

事業課・産業経済課 ☎63・3001

教育課（学校教育係・社会教
育係） ☎63・3110

ふるさと館おおとう ☎41・2055

　レインボーホールで毎年恒例の花植えを行います。
町民のみなさまのご協力をお願いします。
■とき　11月24日日　９時から（２時間程度）小雨決行
　　　  （雨天延期の場合　12月１日日　９時から）
■ところ　レインボーホール
■作業内容　チューリップ、ビオラの植付け
※当日は、軍手や道具などをご持参願います。
問レインボーホール　☎63・4832

　おおとう町を花でいっぱいの町へ

　

令
和
元
年
８
月
末
現
在
、
全
国
の
警

察
か
ら
指
名
手
配
さ
れ
て
い
る
人
は
約

６
６
０
人
い
ま
す
。

　

警
察
で
は
、
11
月
中
に
全
国
警
察
の

総
力
を
挙
げ
て
追
跡
捜
査
を
行
い
、
被
疑

者
の
早
期
検
挙
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
指
名
手
配
被
疑
者
の
発
見
に
向
け
た

捜
査
活
動
に
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
の
協
力

が
必
要
で
す
。
指
名
手
配
被
疑
者
に
よ

く
似
た
人
を
見
か
け
た
と
い
っ
た
情
報
な

ど
、
わ
ず
か
な
こ
と
で
も
警
察
に
通
報
し

て
く
だ
さ
い
。

問
田
川
警
察
署　
☎
42
・
０
１
１
０

指
名
手
配
被
疑
者
の
検
挙
に
協
力
を

Information
　11月28日木18：30～ PTA教育講演会を開催します
　大任町PTA連合会では、下記のとおりPTA教育講演会を実施します。参
加費は無料で、PTA関係者だけでなく、どなたでも参加できます。お友達や
ご近所をお誘いの上、ぜひお気軽にご参加ください。
■と　き　11月28日木　受付：18時　講演会：18時30分～ 20時30分
■ところ　レインボーホール
■演　題　「子育てしながら防災　
　～もしもといつもに役立つ～ 」
■講　師　柳

やなぎはら

原 志
し ほ

保 さん（防災士）
問今任小学校　☎63・2981

あなたの一本の電話で救われる命

11 月は児童虐待防止推進月間です

　児童虐待に関する相談対応件数は依然
として増加傾向にあり、子どもの生命が奪
われる重大な事件も後を絶たないほど、深
刻な状況が続いています。
　これらは社会全体で早急に解決すべき
重要な課題であるとともに、子どもの「命」
と「権利」、そしてその「未来」は社会全
体で守っていく必要があります。
　厚生労働省では毎年 11月を「児童虐待
防止月間」と定め、家庭や学校、地域など
の社会全般にわたり、児童虐待問題に対
する深い関心と理解を得ることができるよ
う、児童虐待防止のための広報・啓発活動
などを集中的に実施しています。虐待を受
けたと思われる児童を発見した場合は、速
やかに電話してください。連絡は匿名でも
可能で、連絡者や連絡内容に関する秘密は
守られます。
問児童相談所全国共通ダイヤル　☎189

　９月24日から27日までの４日間、町内
の田や畑を対象に農業委員が農地パトロー
ルを実施しました。
　これは農地の現状を把握することで、遊
休農地の新たな発生や増加を防ぐことを目
的として毎年実施しているものです。今後、
農業委員会ではこれらの情報を基に遊休
農地の改善を促していきます。

　

令
和
元
年
度
自
衛
官
採
用
試
験
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■
と
き
　

1
月
26
日
㈰
ま
た
は
27
日
㈪

■
と
こ
ろ
　
小
倉
駐
屯
地（
北
九
州
市
）

■
受
付
期
限
　

1
月
14
日
㈫
ま
で

■
資
格
　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
で
日
本

国
籍
を
有
す
る
人

※
試
験
当
日
の
開
始
時
間
は
、
受
付
時
に

お
知
ら
せ
し
ま
す

問
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部 

飯
塚
地

域
事
務
所

☎
０
９
４
８
・
22
・
４
８
４
７

自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験

　

11
月
18
日
㈪
か
ら
24
日
㈰
ま
で
の
７

日
間
、「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
と
し
て
、
職
場
で
の
セ
ク
ハ

ラ
や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
、
女
性
に
関
す

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間

る
人
権
問
題
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
18
日
㈪
～
22
日
㈮　

８
時
30
分
～
19
時

23
日
㈯
～
24
日
㈰　
10
時
～
17
時

※
法
務
局
職
員
と
人
権
擁
護
委
員
が
無

料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問（
相
談
す
る
場
合
）

☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０

問（
そ
の
他
）福
岡
法
務
局 

人
権
擁
護
部

☎
０
９
２
・
７
３
９
・
４
１
５
１

　
「
税
を
考
え
る
週
間
」は
、
国
民
生
活

に
深
い
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
る
税
に
つ

い
て
、
そ
の
意
義（
必
要
性
）や
役
割（
使

途
）、
税
務
行
政
の
現
状
を
分
か
り
や
す

く
説
明
し
、
国
の
基
本
と
な
る
税
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
国
税

庁
で
は
、
毎
年
11
月
11
日
か
ら
17
日
を

税
に
つ
い
て
ち
ょ
っ
と
考
え
て
み
よ
う

「
税
を
考
え
る
週
間
」と
し
て
い
ま
す
。

問
田
川
税
務
署　
☎
44
・
０
４
３
０

　

子
ど
も
の
読
書
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

学
習
会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
講

師
に
は
、
絵
本
作
家
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
「
は
た
こ
う
し

ろ
う
」
氏
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、「
な

つ
の
い
ち
に
ち
」「
ど
し
ゃ
ぶ
り
！
」
を

は
じ
め
、
数
多
く
の
代
表
作
を
手
が
け

て
い
ま
す
。

■
と
き
　
12
月
１
日
㈰

受
付　
　
９
時
30
分
～
10
時　

講
演
会　
10
時
10
分
～
11
時
50
分

■
と
こ
ろ
　
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル

■
参
加
費
　
無
料

問
福
岡
「
子
ど
も
の
読
書
」関
連
団

体
連
絡
協
議
会
筑
豊
地
区
協
議
会

☎
０
９
４
８
・
５
７
・
０
５
８
６

読
書
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
会

遊休農地の増加防止のために

農地パトロールを実施

　

大
任
町
国
民
健
康
保
険
は
、
毎
年
12

月
末
ま
で
特
定
健
診（
40
歳
～
74
歳
が
対

象
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
平

成
29
年
度
の
受
診
率
は
25
．
7
％
で
県

内
60
市
町
村
中
58
位
と
、
県
内
で
も
低

い
水
準
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
町
で
は
、
特
定
健
診（
生

活
習
慣
病
予
防
健
診
）受
診
率
向
上
の
た

め
、
委
託
先
の
看
護
師
や
保
健
師
に
よ

る
未
受
診
者
へ
の
電
話
案
内
を
行
い
ま

す
。
受
診
率
向
上
の
た
め
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
国
保
・
年
金
係　
☎
63
・
３
０
０
４

［
委
託
先
］
ト
リ
プ
テ
ィ
ー
㈱

［
案
内
専
用
℡
］
こ
の
番
号
の
み
使
用

☎
０
５
０・５
２
１
３・２
９
８
２

特
定
健
診
の
電
話
案
内
を
実
施
し
ま
す

第
12
回
ふ
く
お
か
町
村
フ
ェ
ア

　

福
岡
の
各
町
村
の
自
慢
の
特
産
品
、

グ
ル
メ
、
加
工
品
が
天
神
に
大
集
合
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
町
村
の
伝
統
芸
能
な

ど
も
披
露
さ
れ
ま
す
。
大
任
町
か
ら
も

「
黒
に
ん
に
く
カ
レ
ー
」
Ｃ
Ｄ｢

お
お
と
う

桜
街
道｣

を
販
売
し
ま
す
。
各
町
村
の
魅

力
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
の
で
、
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

■
と
き
　

11
月
９
日
㈯　
10
時
30
分
～
16
時
30
分

11
月
10
日
㈰　
11
時
～
16
時

■
と
こ
ろ
　
天
神
中
央
公
園（
福
岡
市
）

問
福
岡
県
町
村
会 

総
務
課

☎
０
９
２
・
６
５
１
・
１
１
２
１

▼農業委員による現地確認作業

【プロフィル】
宮城県多賀城市生まれ。沖縄アクターズ
芸能スクールやビジネスホテル東横イン
支配人の職歴を持つ。2011年3月11日、
東日本大震災により自宅が大規模半壊。
2週間の避難所生活を経験。2012年4月、
「地域おこし協力隊」として熊本県和水
町へ移住し3年間活動。2014年9月、防
災士の資格を取得。2016年4月和水町で
熊本地震を経験。大災害の経験から、女
性、母親、シングルマザーの視点で講演
や研修を行う。対象によって内容を変え
る「オーダーメード防災」が特色。復興
ソング「花は咲く」を最後に歌うことで
記憶に残す「忘災」は口コミで全国に
広がり、400カ所を超える会場で講
演や研修を実施。参加者は３万人以
上にのぼる。通称「歌うママ防災士」。
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後期高齢者医療：健康診査・歯科健診の案内
元気な体を守り続けるために

健康診査
被保険者を対象に、生活習慣病の発症や重
症化の予防などを目的として健康診査を実施
しています。

対象者

後期高齢者医療の被保険者。今年度から生活習
慣病で治療中の方も健康診査を受けることがで
きるようになりました。
※生活習慣病とは、糖尿病、高血圧症、脂質異
常症、そのほかの疾病で内臓脂肪の蓄積に起因
するもの

受診票の送付時期

①平成31年４月末現在で被保険者の人。
令和元年４月下旬に広域連合より郵送しています。
②令和元年５月以降に75歳になる人。
75歳になる誕生月の10日ごろ（誕生日前の受診
はできません）。

受診の方法

かかりつけ医、もしくは、前回に健康診査を受け
た医療機関に後期高齢者健康診査が受診できる
かを確認し、予約をしてください。受診の際は必
ず「被保険者証」「受診票」「自己負担金500円」
を持参してください。

歯科健診
下記の被保険者を対象に、後期高齢者の口
腔機能の低下や肺炎などの疾病を予防する
ため、歯科健診を実施します。

対象者

本年度76歳を迎える県内の後期高齢者医療の被
保険者（昭和18年４月１日から昭和19年３月31日
生まれの人）。※長期入院者、施設入所者等は除く

受診期間

令和元年６月１日土から12月31日火まで
※歯科医院の休日を除く

受診券の送付時期

令和元年５月下旬に広域連合より郵送しています。

受診の方法

必ず同封している歯科健診の実施医療機関に予
約のうえ、受診してください。

受診時に必要なもの

「受診券」「被保険者証」「受診料300円」（受診券
は記入して実施医療機関に持参してください）。

その他

令和２年12月までは、77歳以上になられる被保
険者で歯科健診を希望する人も受診できます。

受診期間

令和２年３月31日火まで

日時：11 月 24 日日

　　　（11:00 ～ 12:00）式典
　　　（10:30 ～ 11:00）受付

場所：大任小学校 体育館
対象：平成元年度当時の
　　   １年生～６年生

（雨天決行）

　式典に先駆け、10 月６日にタイムカプセル実行委員会
と百周年時在校児童の有志などにより、タイムカプセル
の掘り起こしおよび作品の保存状態の確認作業が行われ
ました。作品の保存状態はとても良く、式典当日には当時
の在校児童へ作品をお渡しします。

問タイムカプセル実行委員会委員長 ( 宮地 )　
☎ 080・2792・8061　←百周年時在校児童の方

問教育課 学校教育係　☎ 63・3110　←その他の方

　

職名 氏名 行政区

委員長 宮地 篤  梅田

副委員長 帆足 梓 秋永

委員（６年生代表） 宮本 隆二 向田 

委員（５年生代表） 村上 英樹 福田 

委員（４年生代表） 植田 悠介 成光

委員（３年生代表） 納富 弘光 小林

委員（２年生代表） 八城 里美   峰   

委員（１年生代表） 城本 一永 根床

委員（事務局） 山﨑 輝開 池本

タイムカプセル実行委員会名簿

※行政区は平成元年当時のものを掲載しています
※対象の方で代表委員に連絡を取っていない場合
   は代表委員までご連絡をお願いします

※敬称略

※詳しくはお問い合わせ先まで連絡ください
問福岡県後期高齢者医療広域連合 お問い合わせセンター
☎ 092・651・3111　FAX 092・651・3901

過
去
か
ら

　
　
　
未
来
へ
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民生委員は、厚生労働大臣から委嘱された非常
勤の地方公務員で、地域でボランティアとして
活動しています。皆さんと行政とのパイプ役や
調整役を務めます。
民生委員には守秘義務があり、相談内容や調査
したことがらの秘密を守り、個人情報保護に配
慮して活動しています。

民生委員の活動について

vol .109 

▼大任町の教育委員として教育行政のために務めていきます

クローズ・アップ

－大任町教育委員会委員－ vol .157

地域みんなで子育てを
重
し げ お か

岡 麻
ま

波
な み

さん（安永）

　「地域みんなで子育てできる環境で、子どもたちから何
でも話せると言われるような教育委員になりたい」と笑顔
で話してくれたのは重岡麻波さん。地元の美容室で25年
間勤務する傍ら、ＰＴＡ活動にも積極的に参加し、令和元
年９月４日付けで大任町教育委員会委員に就任しました。
　ＰＴＡ活動では大任中学校で4年間役員を務められ、添
田町との運動大会など、ふれ合い交流関係において尽力し
ました。
　教育委員に就任した現在の心境についてたずねると、
自身の子育ての経験を生かすことができればと話す中で、
子どもたちには「友達を大切にして、やらずに後悔するよ
り、やって後悔してほしいです」と話してくれました。
　また、家庭の問題や、不登校の多さといった問題に対し
て「子どもたちに寄り添い、親身になって聞くことで解決
できることもあるのではないでしょうか」と語ってくれま
した。
　日常から人との関わりを大切にしている重岡さん。美容
室ではさまざまな人との出会いがあり、その明るい性格か
らお客さんとも、とても親密な関係を築かれています。
　これから始まる教育改革という町を挙げてのプロジェク
トについては「学力向上も大切ですが、今では、子どもが
夢を持てる環境や、外で遊べる環境も少なくなっているの
で、さまざまな体験を通して、いろいろな人とふれあうこ
とで、価値観や感性を育み、広い視野を持ってほしい」と
いう教育への強い思いをもっています。
　最後に「まだ就任したばかりで、分からないことも多々
あるかとは思いますが、委員全員で力を合わせ頑張ってい
きますので、皆さんのご協力をお願いします」と今後の意
気込みを語ってくれました。

　12月に誕生日を迎える３歳までのお子さんの写真を募
集します。次回の締め切りは11月15日金です。
問総務企画財政課 広報係　☎63・3000

ちゃん�３歳
Ｈ28年11月４日生まれ

西 白 土・女の子

●超いきものとひみつの書          　　　　　土門 トキオ    作
DVD　　　　　　　　　　　　　　　　　
●92 歳のパリジェンヌ 　　  パスカル・プザドゥー　監督    
● 焼肉ドラゴン 　   　　                         鄭 義信　監督    
C D 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
●青春のエキサイトメント　                      　あいみょん　 　　
●5 × 20 All the BEST!!　　　      　ARASHI　　　

一般書
●落花狼藉　　　　　　　　 　　　　  朝井 まかて    著 
●線は、僕を描く　　　　　         　   砥上 裕將   著 
●人間の本性　　　  　  　　           丹羽 宇一郎    著
●脳がいきいき元気になる 大人の折り紙  　石川 眞理子    著
児童書
●もぐらはすごい 　              　　　  アヤ井 アキコ    作
●おかあさん ありがとう           みやにし たつや    作

の日が休室日です。

◉ 開 室 時 間　 ９ 時 ～ 17 時
※休室日を変更する場合があります。

◉ 貸 し 出 し　 合 計 /10 点
※ CD と DVD（ビデオ）は１点ずつ

※そのほか、多数入庫しています

11月の休室日

問 OTOレインボーホール
☎ 63・4832

日 月 火 水 木 金 土

27 28 29 30 31 1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

【 社協だより 】

【ご注意】
※調査には民生委員・児童委員（身分証明書を携帯）がお伺いします。
※年金や貯金などお金に関することについて、お尋ねすることは一切
   ありません。（不審に思われた場合は調査を拒否し、警察や大任町     
　社会福祉協議会へ連絡願います。）
※ひとり暮らし、高齢者のみの世帯であっても、同じ敷地や近所
　に子どもや兄弟姉妹が暮らしている場合などは、調査の対象に
　ならない場合があります。

　９月２７日に、大任中学校で私立高校の出前授業が行わ
れました。今年は、飯塚高校の保育進学コース、大和青
藍高校の調理科、看護科、折尾愛真高校の商業科美容専
門コースの先生方に来ていただいて、３年生に授業を行っ
ていただきました。
　たった一時間の授業でしたが、それぞれの教室で、特
色ある授業が行われました。こども保育進学コースでは、
人形を使った赤ちゃんの抱き方の練習や、保育園などで行
われる集団遊びを体験しながら学びました。看護科では、
看護についての説明やバイタルサインチェック（心音や脈
拍）を体験しました。美容専門コースでは、マネキンを使っ
たロッド巻きを体験しました。調理科では、鶏の解体方法
を体験しながら学び、最後は自分たちの解体した鶏を唐揚
げにして食べさせていただきました。
　授業終了後、教室で感
想書きをしましたが、各教
室でどのような体験をした
か、とても楽しそうに話し
ている姿が印象的でした。
中には「将来の夢が決まっ
てなかったけど、看護師に興味がわいた！」という人もい
ました。今回の出前授業は「進路実現への意欲を高める」
ことが目的でしたので、とても良い出前授業になったなと
思います。
問教育課�学校教育係��☎63・3110

私立高校の出前授業

教 育 信通 大 校学任 中

>> vol. ６

ちゃん�２歳
Ｈ29年11月23日生まれ

道 善・女の子

本年11月から大任町民生委員協議会の取り組みとして、75歳以上のひとり暮らしや高齢者のみ
の世帯を対象に急病や災害時の緊急連絡先などを把握させていただくために調査を行います。
調査の内容は、住所・氏名・年齢などのほかに普段かかりつけの病院や緊急時における連絡先
など簡単なものとなっています。
調査は、担当地区の民生委員・児童委員が直接ご家庭を訪問するか、または郵送で調査票を送
り後日回収させていただきますので、秘密は守られます。
調査の趣旨をご理解のうえ、ご協力くださいますようお願いします。

調査にご協力をお願いします

問大任町社会福祉協議会　☎ 63・4828
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■　防犯・交通の問い合わせ

田川警察署　☎４２・０１１０
大任交番　　☎６３・２１１０

●物件事故   11 件  （102 件）
●人身事故   ２ 件 （13 件）
●死亡者数   ０ 件 （０ 件）
●負傷者数   ３ 件 （18 件）

（　）内は令和元年の累計

交通事故発生状況（９月中）

交 通防 犯

田川警察署からのお知らせ

急ぐほど 正しく
はっきり110番

　ＡＴＭを操作してお金が戻ってくる
ことは絶対にありません。
　電話でお金の話をされたら詐欺と
疑ってください。

町内犯罪発生状況（９月中）

種 類 件 数

自動車盗 ０件

オートバイ盗 ０件

性犯罪 ０件

車上ねらい ０件

空き巣・忍び込みなど １件

（令和元年 9 月末現在）
65 歳未満 65 歳以上 計

男 1,676 人  （＋ 1）   766 人 （±０） 2,442 人  （＋１）

女 1,669 人  （－５） 1,164 人 （＋５） 2,833 人  （±０）

計 3,345 人  （－４） 1,930 人 （＋５） 5,275 人  （＋１）

人の動き

※数字は住民基本台帳から。(　) 内は前月比

世帯数 2,583 世帯（＋６） 

★
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室
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●問い合わせ先
田川市　☎ 44・2000
添田町　☎ 82・1231
川崎町　☎ 72・3000
赤　村　☎ 62・3000
香春町　☎ 32・2511
糸田町　☎ 26・1231
福智町　☎ 22・0555

◆田川市（http://www.joho.tagawa.fukuoka.jp/）

●住み慣れた田川で最後まで過ごすために 
　～みんなで学ぼう地域包括ケアシステム～
■内容　医療機器の紹介・体験等にはじめ、血管年
齢や血圧などの測定コーナーもご用意しております。
健康、医療や薬等についての相談コーナーもあります
ので、ぜひいらしてください。
■とき　11月16日土　13時00分～ 16時30分
■ところ　田川市立病院（田川市大字伊田2550番地）
■参加費　無料（事前申し込み不要）
問田川市立病院　☎44・2100

◆
今
月
の
表
紙

▼
今
月
の
表
紙
は
、
大
任
小
学
校
・
今

任
小
学
校
の
体
育
大
会
の
様
子
で
す
。

　

全
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◆香春町（https://www.town.kawara.fukuoka.jp/）
●ふるさと香春秋まつり
■内容　今年は恒例の町内商店の出店やフリーマー
ケット、作品展示に加えて、ブラジルのサンバや北九
州市のローカルヒーロー「キタキュウマン」も来場し、
秋まつりを盛り上げます！ また、毎年大好評の沖縄県
南大東島の物産展やイベントも開催します。
■とき　11月10日日・11日月　９時00分～16時00分
■ところ　香春町役場前広場（香春町大字高野994）
問香春町観光協会　☎85・8035

　夢や社会への意見、日常生活の中で感じたことなど、自分の気持ちを素
直に表現する「少年の主張大会」。子どもたちは何を考え、どんなことを思っ
ているのでしょうか。町内小中学校の９人の児童と生
徒が、日ごろ抱いている思いや、多くの人に聞いても
らいたいことなどを、飾り気のない自分の言葉で主張
します。さあ、あなたも子どもたちの言葉に耳を傾け
てみませんか。
■とき　12 月７日土　受付：９時 30 分　開場：10 時
■ところ　レインボーホール
問教育課 社会教育係　☎ 63・3110

それぞれの思いを言葉で伝える
第 32 回少年の主張大会
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 11月行事予定表 霜月
日 月 火 水 木 金 土

場 所 28 29 30 31 １ ２
【集会室】
→役場住民集会室

【視聴覚】
→役場視聴覚室

【多目的】
→役場多目的ホール

【公民館】
→大任町公民館

ロコモ若返り
教室

【集会室 13時30分〜
15時】

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

ロコモ介護予防
相談

【集会室 13時30分〜
15時】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

３ 文化の日 ４ 振替休日 ５ ６ ７ ８ 立冬 ９
第41回大任町
総合文化祭
(芸能発表)

【レインボーホール ９時
30分〜 15時】
(作品展示)

【B＆G 体育館 10 時〜
17時】

第41回大任町
総合文化祭
(作品展示)

【B＆G体育館 ９時〜
14時】

２ヵ月児
親子家庭訪問
(対象者個別通知)

【対象者自宅 】
※要予約

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

３歳児健診
(対象者個別通知)

【多目的13時30分〜
14時30分】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

第12回ふくおか
町村フェア

【天神中央公園10時30
分〜 16時30分】
※詳細は８ページ

10 11 12 13 14 15 16
第12回ふくおか
町村フェア

【天神中央公園11時〜
16時】
※詳細は８ページ

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

障がい者
心の健康相談

【視聴覚 10時〜12時】

後期総合健診
【役場 ８時30分〜】
※事前予約者のみ

17 18 19 20 21 22 小雪 23 勤労感謝の日

第６回市町村対抗
「福岡駅伝」大会
【筑後広域公園 12時〜】

子育て相談
(対象者個別通知)

【集会室 ９時30分〜
16時30分】
※要予約

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

食進会講座
【集会室 10時30分〜
13時】

心配ごと相談
(女性民生委員が対応)

【視聴覚 10時〜12時】

乳児健診
( ４・７・12 ヵ月児
対象者個別通知)

【集会室13時30分〜
14時30分】

24 25 26 27 28 29 30
大任小学校創立
百周年カプセル
開封封入式典

【体育館 10 時 30 分〜
12時】
※詳細は11ページ

秋季花植え
※詳細は８ページ

ロコモ若返り
教室

【集会室 13時30分〜
15時】

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

ロコモ介護予
防相談

【集会室 13時30分〜
15時】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

PTA教育講演会
【視聴覚 10時〜12時】
※詳細は９ページ

今任小６年
和の心（生け花）

【13時20分〜】

文化芸術巡回
講演

【大任中学校 13時30
分〜 15時】

12月２日月
国民健康保険
税・後期高齢者

医療保険料
第５期納期限

26日火～ 28日木
大任中期末考査

11月は児童虐待防止推進月間

31日木～１日金
大任小・今任小６年修学旅行
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おおとう
　　議会報告

2019

９
輝きに満ちた町を目指して

議会本会議
２日開会（審議経過）

令和元年９月定例会が９月
２日から４日までの３日間の日
程で開会されましたので、そ
の審議内容と結果をご報告い
たします。

日
程
第
１

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　

今
期
定
例
会
の
会
議
録
署
名
議
員

に
は
７
番
、
永
原
学
君
及
び
８
番
、
坂

本
年
行
君
を
指
名
致
し
ま
す
。

日
程
第
２

会
期
の
決
定

〈
全
員
異
議
な
し
で
、
９
月
２
日
か
ら

９
月
４
日
ま
で
の
３
日
間
と
す
る
こ
と

に
決
定
〉

日
程
第
３

諸
般
の
報
告

●
議
長
報
告　
（
議
長　

米
丸
年
一
）

１
、
請
願
・
陳
情

○
請
願
書
、
陳
情
等
に
よ
る
意
見
書

の
提
出
依
頼
が
３
件
あ
り
ま
し
た
が
、

議
会
運
営
委
員
会
の
意
向
の
と
お
り

２
件
は
、各
議
員
に
配
布
し
、１
件
は
、

本
日
の
会
議
で
上
程
し
、
採
決
す
る

こ
と
に
致
し
ま
す
。

１
、一
般
質
問
の
提
出
な
し

３
、
系
統
議
長
会
関
係

○
６
月
13
日「
全
国
過
疎
地
域
自
立
促

進
連
盟
理
事
会
」出
席

　
記

　９月　2 日　  議会本会議 （出席者 11名、欠員０名）
    　　　　　  （議会の会期の決定、議案の上程、提案理由の説明、採決等）
    　　 2 日 総務常任委員会 （行政手続における条例の一部を改正する条例について等の

審査）
    　　 2 日 地域振興常任委員会 （大任町印鑑条例の一部を改正する条例について等の審査）
          4 日 議会本会議 （出席者 11名、欠員０名）

（各常任委員会委員長報告の内容審議と採決）

　

そ
の
内
容
は
、
平
成
30
年
度
事
業

報
告
及
び
決
算
に
つ
い
て
外
２
件
に
つ

い
て
審
議
し
、
承
認
し
ま
し
た
。

○
７
月
９
日「
主
要
地
方
道
八
女
香
春

線
国
道
昇
格
促
進
期
成
会
通
常
総
会
」

出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
平
成
30
年
度
事
業

報
告
に
つ
い
て
、
外
４
件
を
協
議
し
、

閉
会
し
ま
し
た
。

○
７
月
17
日「
福
岡
県
介
護
保
険
広
域

連
合
田
川
・
桂
川
支
部
運
営
委
員
会
」

出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
令
和
元
年
福
岡
県

介
護
保
険
広
域
連
合
議
会
第
２
回
定

例
会
の
議
案
の
説
明
及
び
介
護
保
険

事
業
に
つ
い
て
の
報
告
で
あ
り
ま
し

た
。

○
７
月
22
日「
福
岡
県
介
護
保
険
広
域

連
合
議
会
第
２
回
定
例
会
」出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
組
合
議
会
議
長
の

選
挙
を
行
い
、
指
名
推
選
に
よ
り
篠

栗
町
の
阿
部
寛
治
議
員
に
決
定
致
し

ま
し
た
。

　

続
い
て
、、
識
見
を
有
す
る
者
の
う

ち
か
ら
選
出
さ
れ
る
監
査
委
員
の
選

任
に
つ
い
て
及
び
平
成
30
年
度
福
岡

県
介
護
保
険
広
域
連
合
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
、
外
４
件
を
審

議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
同
意
・
承
認
・
認
定

を
行
い
ま
し
た
。

○
７
月
24
日「
主
要
地
方
道
八
女
香
春

線
国
道
昇
格
促
進
期
成
会
要
望
活
動
」

出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
主
要
地
方
道
八
女

香
春
線
国
道
昇
格
促
進
に
つ
い
て
、

九
州
地
方
整
備
局
並
び
に
福
岡
県
県

土
整
備
部
へ
の
要
望
活
動
で
あ
り
ま

し
た
。

○
７
月
29
日「
田
川
郡
町
村
議
会
議
長

会
」出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
11
月
開
催
予
定
の

田
川
郡
町
村
議
会
議
長
会
主
催
の
議

員
研
修
会
に
つ
い
て
協
議
し
、
11
月

７
日
に
Ｏ
Ｔ
Ｏ
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
で

開
催
す
る
こ
と
に
決
定
致
し
ま
し
た
。

ま
た
、
田
川
郡
町
村
議
会
議
長
会
県

外
視
察
研
修
に
つ
い
て
協
議
し
、
閉

会
致
し
ま
し
た
。

　
以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

●
議
会
運
営
委
員
長
報
告

　
　
　
　
　
　

  （
委
員
長　

松
下
太
）

○
９
月
定
例
議
会
に
向
け
て
の
議
会

運
営
委
員
会
の
内
容
に
つ
い
て
報
告

致
し
ま
す
。

　

今
定
例
会
の
会
期
に
つ
き
ま
し
て

は
、
先
ほ
ど
議
長
の
提
案
ど
お
り
、
９

月
２
日
か
ら
４
日
ま
で
の
３
日
間
と
す

る
こ
と
で
決
定
致
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
今
回
提
出
議
案
は
、
議
案

第
29
号「
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利

用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人

番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の

提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
」や
議
案
第
37
号

「
令
和
元
年
度
大
任
町
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て
」な
ど
11
議
案
で

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
各
常
任
委
員
会
へ

付
託
し
、
認
定
第
１
号
の「
平
成
30
年

度
大
任
町
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て
」は
一
括
議
題
と
し
て
、

本
日
の
会
議
で
採
決
す
る
こ
と
に
決

定
致
し
ま
し
た
。

　

今
回
受
理
し
た
請
願
、
陳
情
等
に

よ
る
意
見
書
の
提
出
依
頼
が
３
件
あ

り
ま
し
た
の
で
、
本
意
見
書
を
議
会

運
営
委
員
会
で
諮
り
、
３
件
中
２
件

は
各
議
員
へ
配
布
す
る
こ
と
に
し
、
も

う
1
件
は
、
議
会
運
営
委
員
会
か
ら

発
案
と
し
て
、
本
日
の
会
議
に
議
案

上
程
し
、
採
決
す
る
こ
と
に
決
定
致

し
ま
し
た
。

　
今
回
、
一
般
質
問
の
提
出
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

●
田
川
地
区
斎
場
組
合
議
会　
　
　

　

                  　

  （
佐
々
木
正
憲
）

○
６
月
21
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
、

令
和
元
年
第
２
回
田
川
地
区
斎
場
組

合
議
会
臨
時
会
に
つ
い
て
ご
報
告
致

し
ま
す
。

　

最
初
に「
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て
」

を
協
議
し
、
指
名
推
選
に
よ
り
、
福

智
町
の
皆
川 

高
司 

議
員
に
決
定
し
ま

し
た
。

　

次
に「
副
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て
」

を
協
議
し
、
指
名
推
選
に
よ
り
、
糸

田
町
の
城
島
信
幸
議
員
に
決
定
致
し

ま
し
た
。

　

次
に「
管
理
者
の
互
選
に
つ
い
て
」

を
協
議
し
、
互
選
に
よ
り
、
田
川
市

長
二
場
公
人
氏
に
決
定
致
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
監
査
委
員
に
川
崎
町
の
宗

吉
幸
生
氏
が
選
任
さ
れ
、
本
議
会
を

閉
会
致
し
ま
し
た
。

　
以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

●
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

議
会
議
員　
　
　
　

   （
田
中
良
幸
）

○
６
月
18
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
、

令
和
元
年
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施

設
組
合
議
会
第
２
回
臨
時
会
に
つ
い

て
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　

最
初
に
、
当
組
合
議
会
議
長
の
選

挙
に
つ
い
て
は
、
代
表
選
考
委
員
に
よ

る
指
名
推
選
で
行
わ
れ
、
わ
た
く
し
、

田
中
が
議
長
に
当
選
致
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
組
合
長
よ
り
、
し
尿
処
理

施
設
、
ご
み
処
理
施
設
、
埋
め
立
て

処
分
施
設
建
設
に
関
す
る
進
捗
状
況

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
田

川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
監
査

委
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
民
間
か
ら

添
田
町
の
大
内
都
子
氏
が
選
任
さ
れ
、

本
議
会
を
閉
会
致
し
ま
し
た
。

　
以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

●
田
川
地
区
消
防
組
合
議
会　
　
　

　

  　
　
　
　
　

   （
坂
本
年
行
）

○
６
月
18
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
、

令
和
元
年
第
１
回
福
岡
県
田
川
地
区

消
防
組
合
議
会
臨
時
会
に
つ
い
て
ご

報
告
致
し
ま
す
。

　

会
議
の
内
容
は
、
組
合
議
会
議
長

の
選
挙
に
つ
い
て
は
、
田
川
市
議
会
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審
査
内
容

・
議
案
第
29
号　

行
政
手
続
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個

人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
本
町

独
自
利
用
業
務
を
明
文
化
し
た
も
の

で
、
幼
児
教
育
無
償
化
に
伴
い
教
育

委
員
会
の
業
務
の
一
部
を
削
除
す
る

も
の
で
す
。

〈
採
決
の
結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
31
号　

大
任
町
過
疎
地
域

自
立
促
進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て　

　

内
容
は
、
年
々
増
加
す
る
学
童
ク

ラ
ブ
利
用
者
を
踏
ま
え
て
、
新
た
な

学
童
ク
ラ
ブ
施
設
の
整
備
す
る
た
め

の
計
画
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

質
疑
＆
回
答

○
宮
本
委
員　

以
前
よ
り
学
童
ク
ラ

ブ
の
保
護
者
か
ら
施
設
が
手
狭
に

な
っ
た
と
苦
情
が
あ
っ
て
い
ま
し
た

が
、
計
画
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
の
予
定

で
す
か
。

○
永
原
町
長　

過
疎
地
域
自
立
促
進

特
別
措
置
法
は
時
限
立
法
に
よ
り
令

和
３
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
切
れ
る

と
い
う
こ
と
で
今
般
、
法
が
切
れ
る

前
に
計
画
と
し
て
あ
げ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
そ
の
中
で
、
大
任
小
学
童

ク
ラ
ブ
、
今
任
小
学
童
ク
ラ
ブ
の
両

校
の
施
設
と
も
手
狭
に
な
っ
て
き
て

い
る
の
で
役
場
敷
地
内
に
両
学
童
ク

ラ
ブ
を
統
一
し
た
と
こ
ろ
で
検
討
し
、

父
兄
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
反
対
意
見
が
多
く
、
ま
だ
、

最
終
的
な
結
論
は
出
て
お
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
両
小
学
校
の
学
童
ク
ラ
ブ
の

役
員
さ
ん
と
協
議
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

○
宮
本
委
員　

学
童
ク
ラ
ブ
の
建
物

自
体
に
つ
い
て
は
、
交
付
金
全
額
補

助
で
補
助
金
が
以
前
は
あ
っ
た
と
思

う
が
今
は
な
い
の
で
す
か
。

○
教
育
課
長　

今
の
交
付
金
は
、
国

が
３
分
の
１
、
県
が
３
分
の
１
で
全

体
の
３
分
の
２
が
補
助
金
で
、
残
り

の
３
分
の
１
が
町
単
費
に
な
り
ま
す
。

そ
の
町
単
費
部
分
に
つ
い
て
は
、
過

疎
対
策
事
業
債
を
充
て
る
予
定
で
す
。

○
宮
本
委
員　

わ
か
り
ま
し
た
。
出

来
る
だ
け
早
く
整
備
を
し
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

○
松
下
委
員　

新
た
に
役
場
敷
地
内

に
建
て
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
両

小
学
校
学
童
ク
ラ
ブ
は
そ
の
ま
ま
で

増
築
や
改
築
は
で
き
な
い
の
で
す
か
。

○
永
原
町
長　

今
、
大
任
小
学
童
ク

ラ
ブ
は
空
き
教
室
、
今
任
学
童
ク
ラ

ブ
は
プ
レ
ハ
ブ
を
利
用
し
て
い
て
、

ど
ち
ら
も
手
狭
に
な
っ
た
と
い
う
意

見
を
い
た
だ
い
て
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
、
建
設
予
定
地
を
役
場
の
敷

地
内
と
し
た
の
は
役
場
内
で
行
っ
て

い
る
未
来
塾
で
、
学
童
ク
ラ
ブ
を
利

用
し
て
い
る
児
童
が
勉
強
し
て
ほ
し

い
と
い
っ
た
思
い
も
あ
っ
た
こ
と
で

の
計
画
で
す
。

〈
採
決
の
結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
33
号　

令
和
元
年
度
大
任

町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

５
億
６
千
百
46
万
７
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
59
億
９
千
６
百
68
万
５
千

円
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

○
松
下
委
員　

子
ど
も
広
場
の
約

５
億
円
の
事
業
計
画
が
出
来
上
が
れ

ば
見
せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
返
済

に
は
何
年
か
か
る
の
で
す
か
。

○
浦
野
副
町
長　
12
年
で
す
。

○
宮
本
委
員　

借
入
し
た
分
を
半
年

間
据
え
置
き
と
い
う
制
度
は
な
い
の

で
す
か
。

○
統
括
総
務
企
画
財
政
課
長　

制
度

は
あ
り
ま
せ
ん
。
借
入
し
た
翌
年
度

総務常任委員会
２日開会（審査経過）

●
委
員
長

　
　

坂
本　

年
行

●
副
委
員
長

　
　

永
原　

学

●
委　

員

　
　

田
中　

良
幸

●
委　

員

　
　

松
下　

太

●
委　

員

　
　

宮
本　

孝
一

総務常任委員会

で
田
川
郡
福
智
町
の
株
式
会
社　

巽

工
業
と
契
約
締
結
す
る
も
の
で
、
原

案
の
と
お
り
可
決
致
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
９
号
、
財
産
の
取

得
に
つ
い
て
。

　

そ
の
内
容
は
、
香
春
分
遣
所
配
置

の
救
急
車
１
台
を
購
入
す
る
に
あ
た

り
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
、

原
案
の
と
お
り
可
決
致
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
10
号
、
福
岡
県
田

川
地
区
消
防
組
合
火
災
予
防
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
。

　

そ
の
内
容
は
、
不
正
競
争
防
止
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び
住
宅

用
防
災
機
器
の
設
置
及
び
維
持
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
等
に
伴
い
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
、

原
案
の
と
お
り
可
決
致
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
11
号
、
職
員
の
勤

務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
。

　

そ
の
内
容
は
、「
働
き
方
改
革

を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の

整
備
に
関
す
る
法
律
」の
施
行
に
伴

い
、
本
組
合
の
時
間
外
勤
務
命
令

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
上
限
を
定

め
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
で
、
原
案
の
と
お
り
可

決
致
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
報
告
第
１
号
、
平
成
30
年

度
福
岡
県
田
川
地
区
消
防
組
合
一
般

会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報

告
が
行
な
わ
れ
、
本
議
会
を
閉
会
致

し
ま
し
た
。

　

次
に
、
７
月
23
日
に
開
会
さ
れ
ま

し
た
、
令
和
元
年
第
２
回
福
岡
県
田

川
地
区
消
防
組
合
議
会
臨
時
会
に
つ

い
て
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　

会
議
の
内
容
は
、
議
案
第
12
号
の

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
識

見
を
有
す
る
者
か
ら
田
川
市
本
町
の

丸
谷 

芳
昭
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
13
号
、
福
岡
県
田

川
地
区
消
防
組
合
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
。

　

そ
の
内
容
は
、
地
方
公
共
団
体
の

手
数
料
の
標
準
に
関
す
る
政
令
の
一

部
が
改
正
さ
れ
、
危
険
物
製
造
所
等

の
設
置
許
可
等
の
手
数
料
が
増
額
改

定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
、
本
議
会
を
閉
会
致
し

ま
し
た
。

　
以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

日
程
第
４
～
日
程
第
８
、
日
程
第
10

～
日
程
第
14

議
案
の
一
括
上
程

（
町
長
提
出
議
案
の
説
明
と
質
疑
及

び
各
常
任
委
員
会
付
託
）

質
疑
＆
回
答

●
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
す
る
議

案
等
）

・
議
案
第
29
号　
「
行
政
手
続
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個

人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」

・
議
案
第
31
号　
「
大
任
町
過
疎
地
域

自
立
促
進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
」

・
議
案
第
33
号　
「
令
和
元
年
度
大
任

町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
」

（
地
域
振
興
常
任
委
員
会
に
付
託
す

る
議
案
等
）

・
議
案
第
30
号　
「
大
任
町
印
鑑
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」

・
議
案
第
32
号　
「
町
道
路
線
の
認
定

に
つ
い
て
」

・
議
案
第
34
号　
「
令
和
元
年
度
大
任

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て
」

・
議
案
第
35
号　
「
令
和
元
年
度
大
任

町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て
」

・
議
案
第
36
号　
「
令
和
元
年
度
大
任

町
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立

処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て
」　

・
議
案
第
37
号　
「
令
和
元
年
度
大
任

町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て
」
を
議
題
と
し
ま
す
。

（
常
任
委
員
会
に
付
託
せ
ず
即
決
し

た
議
案
）

日
程
第
９

・
認
定
第
１
号　

平
成
30
年
度
大
任

町
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

日
程
第
15

・
発
委
第
１
号　

新
た
な
過
疎
対
策

法
の
制
定
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

　

以
上
で
、
本
日
の
本
会
議
を
終
了

し
ま
し
た
。

議
員
の
今
村
寿
人
氏
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

次
に
議
案
第
５
号
、
第
１
号
副
管

理
者
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
関
係
市

町
村
の
長
で
あ
る
組
合
議
員
の
う
ち

か
ら
選
任
す
る
も
の
で
、
田
川
市
長

の
二
場
公
人
氏
が
原
案
の
と
お
り
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
議
案
第
６
号
、
監
査
委
員
の

選
任
に
つ
い
て
は
、
組
合
議
員
か
ら

糸
田
町
長
の
森
下
博
輝
氏
が
原
案
の

と
お
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
議
案
第
７
号
、
管
理
者
専
決

処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
（
専
決
第
1
号
、
福
岡
県
市
町
村

職
員
退
職
手
当
組
合
を
組
織
す
る
地

方
公
共
団
体
の
数
の
増
減
及
び
福
岡

県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約

の
変
更
に
つ
い
て
）。

　

そ
の
内
容
は
、
平
成
31
年
３
月
31

日
限
り
、
ふ
く
お
か
県
央
環
境
施
設

組
合
、
飯
塚
市
・
桂
川
町
衛
生
施
設

組
合
、
浮
羽
老
人
ホ
ー
ム
組
合
及
び

東
山
老
人
ホ
ー
ム
組
合
が
解
散
、
平

成
31
年
４
月
１
日
か
ら
、
ふ
く
お
か

県
央
環
境
広
域
施
設
組
合
が
新
規
設

置
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
福
岡
県
市

町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
の
数
を
増
減
し
、

福
岡
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合

規
約
を
変
更
す
る
も
の
で
、
原
案
の

と
お
り
可
決
致
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
８
号
、
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

そ
の
内
容
は
、
田
川
地
区
消
防
署

川
崎
分
署
新
庁
舎
建
設
工
事
で
あ
り
、

契
約
額
１
億
９
千
５
百
28
万
３
千
円
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審
査
内
容

（
地
域
振
興
常
任
委
員
会
に
付
託
す
る

議
案
等
）　

・
議
案
第
30
号　
大
任
町
印
鑑
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
外
国
人
住
民
の
印
鑑
登

録
と
印
鑑
登
録
の
管
理
の
電
算
化
の

規
定
を
改
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
全

員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
32
号　
町
道
路
線
の
認
定
に

つ
い
て　

　

内
容
は
、
下
今
任
の
簡
易
郵
便
局

裏
の
農
道
一
路
線
を
町
道
と
し
て
認

定
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
全

員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
34
号　

令
和
元
年
度
大
任

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

４
千
百
67
万
９
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
６
億
５
千
６
百
５
万
５
千
円

と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
全

員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
35
号　

令
和
元
年
度
大
任

町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

20
万
８
千
円
を
増
額
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

6
千
９
百
56
万
２
千
円
と
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
全

員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
36
号　

令
和
元
年
度
大
任

町
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立

処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て　
　

　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
21
億
３
千
９
百
43
万
９
千

円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

58
億
２
千
３
百
72
万
４
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
全

員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
37
号　
令
和
元
年
度
大
任
町

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

４
千
５
百
42
万
７
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
２
億
２
千
８
百
56
万
９
千

円
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
全

員
異
議
な
く
可
決
〉

「
所
管
事
務
、
諸
般
の
報
告
」

　

内
容
は
、
総
務
常
任
委
員
会
と
同

じ
で
す
の
で
20
ペ
ー
ジ
を
参
照
願
い

ま
す
。

●
当
委
員
会
で
の
質
疑
等

○
佐
々
木
委
員　

敬
老
会
の
日
程
に

つ
い
て
、
敬
老
の
日
は
第
３
月
曜
日
で

あ
り
ま
す
が
大
任
町
で
は
第
２
日
曜

日
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
カ
レ
ン
ダ
ー

と
同
じ
日
に
し
た
方
が
良
い
と
い
う

考
え
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
何
か
理

由
が
あ
っ
て
第
２
日
曜
日
と
し
て
い

る
の
で
す
か
。

○
永
原
町
長　

カ
レ
ン
ダ
ー
通
り
だ

と
、
３
連
休
と
な
っ
て
い
る
た
め
色
々

な
行
事
と
重
な
る
こ
と
や
、
各
家
庭
に

し
て
も
３
連
休
は
予
定
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
の
で
、
そ
の
３
連
休
を
外
し
た

と
こ
ろ
で
日
程
を
決
め
て
い
ま
す
。

○
毛
利
委
員　

去
る
、
８
月
25
日
の

夏
祭
り
で
大
任
町
の
歌
を
鳥
羽
一
郎

さ
ん
が
新
曲
と
し
て
披
露
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
約
１
時
間
30
分
の
講

演
で
し
た
が
、
大
任
町
踊
り
愛
好
会

の
み
な
さ
ん
と
、
商
工
会
女
性
部
の

み
な
さ
ん
と
の
コ
ラ
ボ
も
あ
り
、
本

当
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
町
長
を
筆

頭
に
こ
の
大
任
町
の
素
晴
ら
し
い
歌

を
全
国
に
広
め
よ
う
と
す
る
意
図
が

十
二
分
に
伝
わ
り
本
当
に
感
動
し
ま

し
た
。
そ
れ
で
町
長
に
お
伺
い
い
た

し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
全
国
展
開
す
る

上
で
の
展
望
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

〇
永
原
町
長　

大
任
町
の
素
晴
ら
し

い
歌
が
で
き
ま
し
た
。
Ｄ
Ａ
Ｍ
と
い

う
カ
ラ
オ
ケ
に
、
こ
の「
お
お
と
う
桜

街
道
」は
10
月
１
日
か
ら
、「
彦
山
川

ジ
ミ
ー
」は
11
月
１
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
載
り
ま
す
。
今
、
道
の
駅
で
５
千

枚
ほ
ど
Ｃ
Ｄ
を
制
作
し
販
売
等
で
約

千
枚
が
売
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
大

任
町
の
歌
だ
と
い
う
こ
と
で
今
年
の

敬
老
会
で
は
該
当
者
に
１
枚
ず
つ
記

念
品
と
し
て
配
布
す
る
こ
と
を
考
え

て
お
り
、
町
内
の
小
・
中
学
校
の
子
ど

も
た
ち
に
も
配
布
す
る
こ
と
を
考
え

て
お
り
ま
す
。
ま
ず
こ
の
５
千
枚
の

Ｃ
Ｄ
を
い
か
に
し
て
販
売
し
て
い
く

か
と
い
う
こ
と
を
今
考
え
て
お
り
ま

す
。
Ｃ
Ｄ
が
３
万
枚
ほ
ど
売
れ
た
ら

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
紅
白
歌
合
戦
で
歌
え
る
可

能
性
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も

聞
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
方
向
に
向

け
て
我
々
と
し
て
は
Ｃ
Ｄ
を
ど
ん
ど

ん
売
っ
て
周
知
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
カ
ラ
オ
ケ
が
始
ま
り
、
皆

さ
ん
が
一
回
歌
う
毎
に
町
の
方
に
お
金

が
入
っ
て
き
ま
す
の
で
、
積
極
的
に

広
報
活
動
を
や
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

〇
毛
利
委
員　

わ
か
り
ま
し
た
。
私

た
ち
議
員
も
議
長
と
相
談
し
な
が
ら

そ
の
大
任
町
の
歌
を
全
国
に
広
め
る

よ
う
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〇
奥
永
委
員　

私
か
ら
一
つ
お
尋
ね

し
ま
す
。
種
子
法
令
が
廃
止
に
な
り

ま
し
た
が
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
担
当

課
長
か
ら
説
明
を
い
た
だ
き
き
た
い
。

○
事
業
課
長
兼
産
業
経
済
課
長
兼
水

道
課
長　

種
子
法
は
、
昭
和
27
年
５

月
１
日
に
制
定
さ
れ
た
法
律
で
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
の
時
代
は
戦
後
の
食
糧

難
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
国
が
都
道

府
県
に
対
し
て
主
要
農
作
物
で
あ
り

ま
す
米
、
大
豆
、
麦
、
に
限
っ
て
良

質
な
種
子
を
増
殖
さ
せ
、
農
家
に
栽

培
を
推
進
し
国
民
に
供
給
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
法
律
で
ご
ざ
い
ま
す
。

県
と
農
協
が
各
地
に
あ
っ
た
良
質
な

種
子
を
栽
培
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

近
年
は
米
の
供
給
不
足
が
解
消
さ

れ
た
こ
と
と
、
民
間
事
業
者
が
多
様

な
需
要
に
応
じ
た
米
、
麦
、
大
豆
の

種
子
の
開
発
と
供
給
が
で
き
る
環
境

を
整
備
す
る
た
め
に
、
種
子
法
を
平

成
30
年
４
月
１
日
に
廃
止
す
る
こ
と

地域振興常任委員会
２日開会（審査経過）

●
委
員
長

　

奥
永　

明
正

●
副
委
員
長

　

佐
々
木　

正
憲

●
委　

員

　

丹
村　

咲
男

●
委　

員

　

毛
利　

英
文

●
委　

員

　

次
谷　

隆
澄

地域振興常任委員会

に
な
っ
た
と
県
よ
り
説
明
を
受
け
て

お
り
ま
す
。

〇
奥
永
委
員
長　

種
子
法
を
廃
止
し

た
場
合
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
の
で

す
か
。

○
事
業
課
長
兼
産
業
経
済
課
長
兼

水
道
課
長　

種
子
法
の
廃
止
に
伴

い
ま
し
て
、
麦
、
稲
及
び
大
豆
の
種

子
の
安
定
供
給
に
関
す
る
基
本
要

綱
を
制
定
し
て
、
今
ま
で
ど
お
り
種

子
の
生
産
供
給
を
行
い
ま
す
と
飯

塚
農
林
事
務
所
よ
り
報
告
を
受
け

て
お
り
ま
す
の
で
、
本
町
に
つ
き
ま

し
て
は
当
種
子
法
が
廃
止
さ
れ
ま
し

て
も
直
接
な
支
障
は
な
い
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

〇
奥
永
委
員
長　

各
県
で
要
綱
等
を

さ
だ
め
て
い
る
の
で
す
か
。

○
事
業
課
長
兼
産
業
経
済
課
長
兼
水

道
課
長　

県
条
例
で
定
め
て
い
る
県

も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
福
岡
県
で
は
要

綱
を
定
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

〇
奥
永
委
員
長　

と
い
う
こ
と
は

各
県
で
対
応
が
違
う
と
い
う
こ
と
で

す
か
。
現
在
、
日
本
の
種
子
は
改
良

さ
れ
て
特
に
安
心
で
安
全
で
お
い
し

い
と
い
う
こ
と
が
世
界
で
も
有
名
に

な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
種
子
法
が

廃
止
に
な
っ
た
場
合
は
国
外
へ
の
持

ち
出
し
に
よ
り
日
本
の
大
手
商
社
が

東
南
ア
ジ
ア
等
に
莫
大
な
敷
地
を
設

け
て
、
日
本
に
安
い
価
格
で
逆
輸
入

し
て
き
て
今
、
農
家
で
作
っ
て
い
る
農

作
物
は
売
れ
な
く
な
る
と
い
う
こ
と

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

○
事
業
課
長
兼
産
業
経
済
課
長
兼
水

か
ら
３
年
間
は
利
息
分
の
み
で
、
４

年
目
か
ら
は
元
利
合
わ
せ
て
９
年
で

償
還
し
、
合
わ
せ
て
12
年
間
で
す
。

○
田
中
委
員　

大
任
小
学
校
タ
イ
ム

カ
プ
セ
ル
の
事
業
費
助
成
金
の
内
訳

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

○
教
育
課
長　

今
か
ら
30
年
前
に
大

任
小
学
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念
行

事
を
行
っ
た
際
に
、
当
時
の
在
校
生

が
絵
や
作
文
な
ど
を
書
き
、
そ
れ
ら

を
入
れ
て
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
埋
め

ま
し
た
。
そ
の
開
封
に
充
て
る
予
算

と
式
典
に
係
る
予
算
で
す
。

○
田
中
委
員　

そ
の
当
時
の
在
校
生

で
つ
く
っ
て
い
る
実
行
委
員
会
も
大
変

だ
と
思
う
の
で
、
ア
ド
バ
イ
ス
や
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

○
教
育
課
長　

は
い
。
対
応
し
て
行

こ
う
と
思
い
ま
す
。

○
永
原
町
長　

私
も
大
々
的
な
式
典

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〈
採
決
の
結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

「
所
管
事
務
、
諸
般
の
報
告
」

※「
総
務
企
画
財
政
課
」し
じ
み
祭
り

日
程
の
報
告

※「
福
祉
課
」大
任
町
敬
老
会
、
大
任

町
戦
没
者
慰
霊
祭
の
日
程
の
報
告

※「
教
育
課
」大
任
小
学
校
体
育
会
、

今
任
小
学
校
体
育
会
、
大
任
町
総
合

文
化
祭
、
大
任
町
少
年
の
主
張
大
会

の
日
程
の
報
告

※「
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立

処
分
施
設
建
設
室
」し
尿
処
理
施
設
の

進
捗
状
況
報
告

●
当
委
員
会
で
の
質
疑
等

○
宮
本
委
員　

前
回
の
当
委
員
会
の

中
で
町
長
よ
り
学
校
給
食
の
無
償
化

の
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
の
進
捗

状
況
を
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

○
永
原
町
長　

先
日
の
町
内
３
校
で

組
織
す
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
総
会
時

に
、
各
学
校
の
役
員
さ
ん
に
無
償
化

し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
が
多
け
れ

ば
実
施
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
と

投
げ
か
け
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
子
育
て
支
援
に
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

○
宮
本
委
員　

学
童
保
育
に
伴
う
子

ど
も
一
人
当
た
り
４
千
円
の
利
用
料

の
負
担
が
あ
り
ま
す
。
２
人
利
用
す

れ
ば
８
千
円
に
な
り
ま
す
。
そ
の
２

人
目
以
降
の
利
用
料
を
い
く
ら
か
助

成
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

○
永
原
町
長　

は
い
。
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
永
原
町
長　

４
日
の
最
終
日
に
、

２
名
が
欠
員
し
て
い
ま
す
教
育
委
員
の

人
事
案
件
を
追
加
議
案
で
提
出
し
ま

す
。
そ
の
内
容
は
教
育
改
革
を
徹
底

的
に
臨
む
布
陣
の
人
事
案
件
で
あ
り

ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

以
上
で
総
務
常
任
委
員
会
を
閉
会

し
ま
し
た
。
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議 会 本 会 議
  ４日開会（審議経過）

（
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

・
議
案
第
29
号　

行
政
手
続
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個

人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
30
号　

大
任
町
印
鑑
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
31
号　

大
任
町
過
疎
地
域

自
立
促
進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

・
議
案
第
32
号　

町
道
路
線
の
認
定

に
つ
い
て

・
議
案
第
33
号　

令
和
元
年
度
大
任

町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
34
号　

令
和
元
年
度
大
任

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
35
号　

令
和
元
年
度
大
任

町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
36
号　

令
和
元
年
度
大
任

町
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立

処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
37
号　

令
和
元
年
度
大
任

町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て
を
議
題
と
し
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
以
上
９
議
案
に
つ
い
て
は
質
疑
・

討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
全
員
異
議

な
く
可
決
〉

追
加
日
程
第
11

・
同
意
第
３
号　

大
任
町
教
育
委
員

会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
次
の
者
を
大
任
町
教
育

委
員
会
の
委
員
に
任
命
し
た
い
の

で
、
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
第
４
条
第
２
項
の

規
定
に
よ
り
議
会
の
同
意
を
求
め
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
記
、
氏
名
重
岡

麻
波
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
同
意
〉

追
加
日
程
第
12

・
同
意
第
4
号　

大
任
町
教
育
委
員

会
教
育
長
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
次
の
者
を
大
任
町
教
育

委
員
会
の
教
育
長
に
任
命
し
た
い
の

で
、
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
第
４
条
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
議
会
の
同
意
を
求
め

る
。
令
和
元
年
９
月
４
日
提
出
、
大

任
町
長
。
記
、
氏
名
桑
野
敏
朗
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
同
意
〉

　

以
上
で
令
和
元
年
第
４
回
大
任
町

議
会
定
例
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

議会からのお知らせ
　議会では、皆様方の生活に直結する予算などが審議されております。多くの方々に議
会審議を傍聴して頂ければと思います。なお、次回の定例会は令和元年12月の予定です。

●
大
任
町
議
会
議
長

　
　

米
丸　

年 

一

︽
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
︾

●
委
員
長

　
　

次
谷　

隆
澄

●
委　

員

　
　

坂
本　

年
行

●
委　

員

　
　

永
原　

学

●
委　

員

　
　

奥
永　

明
正

●
委　

員

　
　

佐
々
木　

正
憲

日
程
第
１
～
日
程
第
7

・
議
案
の
一
括
上
程

（
各
常
任
委
員
長
報
告
、
委
員
長
に
対

す
る
質
疑
・
討
論
採
決
）

○
総
務
常
任
委
員
長
報
告

（
委
員
長　

坂
本
年
行
）

　

９
月
２
日
の
議
会
本
会
議
で
付
託

さ
れ
た
４
議
案
に
つ
い
て
、
９
月
２
日

本
会
議
終
了
後
、
総
務
常
任
委
員
会

を
開
催
し
、
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、

委
員
会
は
原
案
の
と
お
り
４
議
案
を

全
員
異
議
な
く
可
決
す
べ
き
と
決
定

し
ま
し
た
。

○
地
域
振
興
常
任
委
員
長
報
告

（
委
員
長　

奥
永
明
正
）

　

９
月
２
日
の
議
会
本
会
議
で
付
託

さ
れ
た
６
議
案
に
つ
い
て
、
９
月
２

日
本
会
議
及
び
総
務
常
任
委
員
会
終

了
後
、
地
域
振
興
常
任
委
員
会
を
開

催
し
、
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
委

員
会
は
原
案
の
と
お
り
６
議
案
を
全

員
異
議
な
く
可
決
す
べ
き
と
決
定
し

ま
し
た
。

〇
奥
永
委
員
長　

町
長
は
全
国
町
村

会
会
長
代
行
副
会
長
会
長
代
行
と
い

う
公
職
に
就
か
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

機
会
が
あ
れ
ば
、
そ
う
い
っ
た
立
場

で
意
見
し
て
い
た
だ
け
る
と
進
展
が

違
う
か
な
と
思
い
ま
す
。

〇
永
原
町
長　

政
府
と
の
い
ろ
ん
な

協
議
の
な
か
で
、
農
家
を
守
る
た
め

の
要
望
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〇
奥
永
委
員
長　
是
非
お
願
い
し
ま
す
。

〇
永
原
町
長　

私
か
ら
一
言
。
大
任

町
で
は
教
育
委
員
会
の
定
員
は
５
名

で
す
が
、
現
在
３
名
し
か
い
ま
せ
ん
。

　

今
回
、
教
育
長
が
任
期
満
了
に
伴

う
自
己
都
合
で
退
任
し
ま
し
た
の
で
、

現
在
２
名
の
欠
員
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
４
日
の
最
終
日
に
人
事
案
件
と

し
て
追
加
議
案
を
提
案
し
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
議
員
の
皆
様
方
に
は
ぜ

ひ
議
決
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
任
町
は
特
に
少
子
化
対

策
と
い
う
よ
う
な
形
の
中
で
子
育
て

支
援
や
教
育
改
革
に
力
を
入
れ
、
予

算
に
つ
い
て
も
投
下
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
子
ど
も
達
の
学
力
向
上
も
含

め
た
中
で
よ
り
一
層
力
を
入
れ
て
、
徹

底
し
た
教
育
改
革
を
や
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
う
強

い
思
い
の
中
で
の
人
事
案
件
で
あ
り

ま
す
の
で
、
是
非
そ
う
い
っ
た
こ
と
を

ご
理
解
の
上
、
最
終
日
に
追
加
議
案

と
し
て
提
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
同
意
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

以
上
で
地
域
振
興
常
任
委
員
会
を

閉
会
し
ま
し
た
。

道
課
長　

あ
く
ま
で
国
が
定
め
た
法

律
に
基
づ
い
て
、
各
都
道
府
県
で
条

例
又
は
要
項
を
定
め
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
日
本
の
種
子
を
持
ち
出
す
場
合
は
、

そ
の
都
度
日
本
で
の
検
疫
と
受
け
入

れ
る
国
の
検
疫
を
受
け
な
い
と
持
ち

出
す
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
例
え
日
本
の
種
子
で
栽

培
さ
れ
た
も
の
を
海
外
か
ら
日
本
に

輸
入
さ
れ
る
場
合
で
も
、
日
本
で
関

税
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
の
辺
の
内
容
は
種
子
法
が
廃

止
さ
れ
た
こ
と
に
は
関
係
な
く
従
来

通
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

〇
奥
永
委
員
長　

町
長
に
お
聞
き
し

ま
す
。
復
興
の
意
味
で
も
種
子
法
を

元
に
戻
す
と
い
う
よ
う
な
案
も
出
て

い
る
と
聞
き
ま
し
た
の
で
、
各
県
が

各
市
町
村
が
一
つ
の
条
例
を
統
一
し
た

よ
う
な
形
で
条
例
を
作
る
と
い
う
の

は
い
か
が
で
す
か
。

〇
永
原
町
長　

奥
永
委
員
長
が
言
わ

れ
る
よ
う
に
、
種
子
法
と
い
う
の
は

国
の
法
律
で
あ
っ
て
我
々
町
村
や
県

で
は
法
律
の
制
定
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
あ
く
ま
で
も
国
の
法
律
に
基
づ

い
た
形
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

課
長
が
説
明
し
た
よ
う
に
、
例
え

ば
種
子
を
ほ
か
の
国
に
持
ち
出
す
場

合
は
検
疫
が
必
要
と
な
り
ま
す
し
、

国
が
許
可
し
な
い
と
当
然
出
せ
ま
せ

ん
の
で
国
に
対
し
て
今
後
い
ろ
ん
な

要
望
の
中
で
で
き
る
だ
け
農
家
を
守

る
た
め
に
対
応
し
て
ほ
し
い
と
い
う

要
望
を
す
る
こ
と
し
か
町
と
し
て
は

難
し
い
で
す
。
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子育て支援センター「すまいる」は、子どもと大切な時間を過ごしながら保護者間の
交流を深めることを目的に開設しています。キッズルームを活用した開放サロンで
は、子ども向けの絵本や育児情報誌、おもちゃ、おむつ台、ミルク用のお湯などを
そろえ、安心して利用できる環境を整えています。また、保育士が子育てに関する
悩みなどを随時受け付けていて、赤ちゃんから楽しめる教室なども開いています。
子育て中のちょっとした間に利用してみてはいかがでしょうか。

すまいるは、０歳から未就学児とその家族が利用でき、子育て世帯に優し

い施設となっています。ご家族みなさんでお気軽にご参加ください。

〇対　象

　０歳から未就学児とその家族

〇開館日

　月曜日から金曜日（土日祝日休館日）

〇時　間

　１０時から１６時まで

〇場　所

　大任町大字大行事３０９０番地（レインボーホール内・老人福祉センター）

〇問い合わせ

　０９４７- ６３- ４８２８

大任町地域子育て支援センター
すまいる


